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説明

11日目～

 カロリー制限食です。間食しないように心がけて下さい。

・安静が必要です。なるべくベッドの上で過ごしましょう。
・雑誌、新聞は疲れない程度にお読みください。入院中、テレビ・ラジオは健康な方の耳にイヤホンをつけてご利用ください。

 シャワー、洗髪の希望のある時は、お知らせください。

・病棟の構造、日課についてご説明します。

・病気の原因ﾊ完全には解明されていません。再活性化ヘルペスウイルスによる血流障害、
  神経細胞の障害による症状と考えられています。
・血流改善、傷害された神経細胞を回復させる作用のある副腎皮質ホルモン剤を点滴します。
・副作用⇒血圧上昇、高血糖、胃潰瘍などがあります。
　（薬剤については薬剤師より説明があります。）

【退院後の留意事項】
・定期受診を忘れず受けて下さい。
・気になる症状があれば早めに受診
　して下さい。
・安静も大切です。
　無理をしないようにしましょう。

 ヘルペス確認のため、適宜採血をします。

・毎朝、診察室で診察します。必要時応じて抗ウイルス薬を内服します。
・顔面のリハビリテーション（マッサージ）を毎日に実施します。
・約２時間かけて１日1回、副腎皮質ホルモン剤入りの点滴をします。
・毎食前に血糖測定をします。値によりインスリン注射をします。

疾　患　別　診　療　計　画　書
　顔面神経麻痺にて安静・点滴療法を受ける方へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

治療開始日 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 ９日目 １０日目


